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1 は じ め に

葉タバコ栽培において,収穫後のマルチフィルム除去は

手作業によるところが多く,作業負担が大きい。また,マ

ルチ資材の使用後の処理についても環境保全上問題となっ

ている。

そこで,こ れらの問題に対処するため,栽培終了後には

場鋤き込みが可能なマルチ資材の葉タバコ栽培における適

応性について検討を行った。

2試 験 方 法

(1)供試品種 第 1バーレー種 バーレー21
(2)試験場所 県北農業研究所は場 (表層腐植質黒ボク
土)

3)試験区分 表 1の とおり

表 1 供試資材の種類

2)堆肥施用量 (kg/10a) 2,000
3)畦株間距離 130cm× 38oo
4)栽植本数 2,024本/10a

3 試験結果及び考察

マルチ内の地温の日変化について調査した結果,生分解

性透明マルチ (2区。以降,生分解透明と略す)及び光崩

壊性乳自色マルチ (4区。以降,光崩壊乳白と略す)が ,

慣行と変わらない結果となった。一方,生分解性乳自色マ

ルチ (3区。以降,生分解乳自と略す)で慣行よりやや低

く,紙マルチ (5区)で最も低い結果となった (図 1)。

葉タバコの生育・収量では,生分解透明及び光崩壊乳自

区は,慣行並の生育・収量を示した。生分解乳白区は慣行

よりやや劣り,紙マルチ区は最も劣った (表 2)。

作業性では,生分解透明及び生分解乳白,光崩壊乳自区

は,機械によるマルチング作業には十分対応できる。しか

し,紙マルチ区は機械によるマルチング作業ができないた

め,手作業による作業負担が大きかった。

崩壊性では,生分解透明及び生分解乳自区はマルチング

後約 4週間程度で破け始めるが,その後葉タバコの葉に覆

われたので,特に栽培上問題はなかった。光崩壊乳自区は,

葉タバコの陰になった部分及び地下部分は分解されないで

そのまま残った。紙マルチ区は,マルチング後25日 間で飛

散した。鋤き込み 1ケ 月後 (マ ルチング118日 後)に生分

解透明及び生分解乳自,紙マルチ区はマルチの崩壊が進ん

だことが確認できたが,光崩壊乳自区は分解されないでそ
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表2 生育調査及び収量調査結果

試験 しば 発菅日 開花日
区分 り丈 葉数 葉長 葉幅 位置 難 "(月

日)(月 日)幹丈 チ戦: ′]、 芳贅 芳長 秀要 鮭票 葉色い (げ
10al

(col)(枚)(cI)(cI)徹 目)木し        (m)(oo)(cD)(枚 )(cm)(co)徹 日)茉ロ
11(  337  135  31 6  171   49   77 7 06  7 14  1605  295 1899  283  771  320   78   61 2860
2区   31 5  127  294  159   44   78 7 06  7 14  1544  280 1824  282  760  306   79   65 271 6
3区   263  11 4  250  135   44   77 7 06  7 14  151 6  23 1 1747  270  764  293   76   64 2658
4区  31 4  127  299  162   44   78 7 06  7 14  1604  31 6 1920  287  753  31 2   74   62 2674
50【   13 8   7 5  13 1   7 3   2 3   8 1 7 13  7 24  143 8  51 6 195 4  27 3  80 5  32 0   82   4 7 239 4

注 1)畦立 :4月 28日 , マルチング :4月 28日 ,移植 :4月 30日
2)葉色 :葉 タバコ用カラースケールの値

表3 鋤き込み後のマルチの崩壊程度

注 崩壊程度 無 :崩壊が見られない
少 :崩壊が少ない

中 :崩壊が中程度

多 :崩壊が多い

甚 :ほ とんど崩壊

のまま残った (表 3)。

収穫後のマルチ資材の鋤き込みでは,畦をまたいでロー

ターリーをかけるため,車高の高いトラクターを使用する

必要があった。また,耕縁刃の取り付け形状 (ホ ルダータ

イプ)に よっては絡まる場合があった。

各区とも病害の発生は見られず (表 4),マ ルチの種類
による差は認められなかった。

表4 病害発生調査

4 ま  と  め

鋤き込み可能マルチ資材 4種類のうち,生分解性透明マ

ルチ (2区)は ,地温の日変化が慣行と変わらないこと,
葉タバコの生育・収量では慣行並みであること,ま た,機

械によるマルチング作業に十分対応でき,鋤き込み後にマ

ルチの崩壊が進んだことが確認できたことから,葉タバコ

栽培上適応性が認められると判断された。後作については

問題はないと推定されるが,今後検討する必要がある。
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